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2020年10月6日 吉川レポート：新たな軌道を模索する金融市場
2020年10月5日 米雇用者数は予想を下回る（2020年9月）

年 2019 2020 2021 6月見通しからの変化

（実績） (予) （予） 2020 2021

世界GDP 2.8 ▲ 4.4 5.2 0.8 ▲ 0.2

先進国 1.7 ▲ 5.8 3.9 2.3 ▲ 0.9

米国 2.2 ▲ 4.3 3.1 3.7 ▲ 1.4

ユーロ圏 1.3 ▲ 8.3 5.2 1.9 ▲ 0.8

ドイツ 0.6 ▲ 6.0 4.2 1.8 ▲ 1.2

フランス 1.5 ▲ 9.8 6.0 2.7 ▲ 1.3

イタリア 0.3 ▲ 10.6 5.2 2.2 ▲ 1.1

日本 0.7 ▲ 5.3 2.3 0.5 ▲ 0.1

英国 1.5 ▲ 9.8 5.9 0.4 ▲ 0.4

オーストラリア 1.8 ▲ 4.2 3.0 2.5 ▲ 3.1

新興国 3.7 ▲ 3.3 6.0 ▲ 0.2 0.2

ロシア 1.3 ▲ 4.1 2.8 2.5 ▲ 1.3

中国 6.1 1.9 8.2 0.9 0.0

インド 4.2 ▲ 10.3 8.8 ▲ 5.8 2.8

ASEAN5 4.9 ▲ 3.4 6.2 ▲ 1.4 0.0

ブラジル 1.1 ▲ 5.8 2.8 3.3 ▲ 0.8

メキシコ ▲ 0.3 ▲ 9.0 3.5 1.5 0.2

2020年10月14日

依然不透明要因は多いが、世界経済は回復へ
IMFの世界経済見通しは経済再開を受け上方修正

2020年の世界経済の成長率見通しは+0.8ポイント上方修正
先進国は上方修正、新興国は下方修正

 13日に発表された国際通貨基金（IMF）の世界経済見通しでは、2020年の世界経済の成長率が

▲4.4％と、前回6月時点の見通しから+0.8ポイント上方修正されました。今回の上方修正は、欧米を中

心に4-6月期の実績が想定より良かったことに加え、主要各国・地域における積極的な財政・金融政策に

よって、世界経済が7-9月期以降、回復基調に戻っていることが要因となりました。

 先進国は新型コロナの感染再拡大の懸念は残りますが、大規模な経済対策などによって経済活動が回復

に向かっていることから+2.3ポイント上方修正されました。特に、米国は+3.7ポイント、ユーロ圏は+1.9ポ

イントと、大幅な修正となりました。新興国は、ロシアやブラジルが大幅上方修正となりましたが、感染拡大が

厳しいインドの下振れなどから▲0.2ポイントの下方修正となりました。

IMFは2021年+5.2％
成長を予想

 IMFはここまでの回復が想定以上であったとしながら

も、新型コロナの感染が続いている状況下にあって、

引き続き、予測は通常よりも不確実性が高いとして

います。

 ワクチン開発など医療進歩が想定以上に進む場合

や、追加的な経済対策が講じられる場合、予測は

上振れることとなります。一方、ワクチン開発が遅れる

場合、ワクチンが十分に行き渡らない場合や、感染

再拡大により厳格なロックダウン（都市封鎖）が行

われる場合、予測は下振れることとなります。

先行きの不透明感は継続
新型コロナの感染状況、ワクチン開発
と各国・地域の経済対策がポイント

 IMFは上述の通り、各種要因により上振れ下振れの可能性はあるものの、2021年の世界経済成長率は

+5.2％へ回復するとしています。弊社は2020年▲4.0％、2021年+6.2％の成長率を見込んでいます。

今後は、ワクチン開発の進展を待ちつつ、新型コロナの感染状況と経済再開のバランスをとりながら世界経済

が緩やかに回復に向かうことを確認する展開となりそうです。

（注1）データは2019～2021年、IMF予測。ASEAN5はインドネシア、
マレーシア、フィリピン、タイ、ベトナム。

（注2）オーストラリアの「6月見通しからの変化」は2020年4月時点からの変化。
（出所）IMFのデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成

（％）【IMF世界経済見通し】

https://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/usa/news201005us.html
https://www.smam-jp.com/market/report/focus/global/focus201006gl.html

